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ワークシート❶

「預貯金」とは、銀行などの金融機関にお金を預けることです。
●1,000万円までなら預けたお金が必ず戻ってくる「元本保証」があるため、
　安全性は高いといえます。
●定期的に利子がもらえますが、株式や債券と比べると少なく、収益性は低いといえます。
●ATM等で必要な時に引き出すことができるため、流動性が高いといえます。

Workワーク

あくまで参考です

Work

個人ワーク

あなたは預貯金があうかもしれません。 あなたは株式があうかもしれません。

金融商品には、預貯金、債券、株式などさまざまなものがあります。
それらの特徴を見る視点には、安全性、収益性、流動性の３つがあります。

預貯金

債券
「債券」とは、国や地方公共団体、会社（企業）などがお金を借りる時に発行する「借用書」のようなものです。
国が発行するものを国債、会社が発行するものを社債といいます。
●あらかじめ決められた期限に、決められた金額が受け取れますが、万が一、債券を発行している会社などが倒産した場合には、
　元本の返済や利子の支払いが行われなくなる可能性もあるため、預貯金と比べると安全性は低いといえます。
●一般的な債券は、定期的に利子を受け取ることができ、通常、預貯金より高い利子が
　期待できるため、収益性は預貯金より高いといえます。なお、期限前に売った場合、
　売った時の債券の価格の変動によって損することもあれば得することもあります。
●換金については、数日要する場合があるため、預貯金より流動性は低いといえます。

株式
「株式」とは、株式会社が活動資金を集めるために発行するものです。
●株式は、元本保証ではなく、万が一発行している会社が倒産した場合には、株式自体の価値がなくなることがあるため、
　安全性は預貯金や債券と比べると低いといえます。
●株式会社が得た利益の分け前である「配当金」を受け取ること
　ができます。配当金は、通常、預貯金や債券の利子より多い
　ため、収益性は預貯金や債券より高いといえます。
　なお、株式の価格は日々変動しているため、大きく得することも
　あれば損することもあります。
●換金については、債券と同様、数日要する場合があるため、
　預貯金より流動性は低いといえます。

安全性

金融商品(預貯金・債券・株式）の特徴を確認しよう！

（　）に適切な言葉を入れるか、
当てはまるほうに○をつけてください。

１．「預貯金」
●定期的に利子が受け取れる。

●（　元本保証　）があるので安全性が高い。

●安全性と流動性は（　高い ・ 低い　）。収益性はあまり望めない。

2．「債券」
●定期的に利子が受け取れる。

●決められた期限には（　決められた金額　）が受け取れる。

●決められた期限より前に売却できるが、状況によって損することがある。

●安全性は、預貯金より少し（　高い ・ 低い　）。

●収益性は、預貯金より少し（　高い ・ 低い　） 。

●流動性は、預貯金より少し低い。

3．「株式」
●会社が利益を得たら（　配当金　）が受け取れる。

●株式の価格は日 （々　変動　）しているため、大きく得することもあれば、損することもある。

●安全性は、預貯金より（　高い ・ 低い　）。債券より（　高い ・ 低い　）。

●収益性は、預貯金より（　高い ・ 低い　）。債券より（　高い ・ 低い　）。

●流動性は、預貯金より少し低い。
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あなたは債券があうかもしれません。
さい けん

元本（元手）や利子の
支払いが確実か。

金融商品（預貯金、債券、株式）の特徴をみてみよう！
きんゆう とくちょう

しはら かんきん

収益性

期待できる
収益の大きさ。

株式の価格は日々 変動。 株式会社が得た利益の分け前である
「配当金」を受け取れる。

定期的に利子を
受け取れる。

わずかだが
定期的に利子を
受け取れる。

預け先の金融機関による
元本保証がある。

（元本1000万円とその利子まで）

流動性

必要なときにすぐに
換金できるか。

もど

こくさい しゃさい
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※株主優待がある株もあります。

金融商品を見極めるの3つの基準
み きわ

じょうきょう

金融商品の特徴を知るための3つの基準

決められた期限に
決められた金額を

受け取れる。

※発行する会社や国によって特徴は異なります。
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Check!ワーク①説明

金融商品(預貯金、債券、株式)の
特徴をみてみよう！
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株式の価格の変動により、
大きく得することもあれば、
損することもある。

組み入れられる商品によって
異なるが、例えば「株式中心」だと
リスク・リターンは高くなる。

私たちの周りには多くの会社（企業）があり、会社が提供するモノやサービスによって、私たちの社会や暮らしが

豊かになります。会社は、従業員を雇ったり材料を仕入れたり、新たなものやサービスを生み出し成長してくため

資金が必要です。

株式は会社が事業を行うための資金調達のために発行しています。

私たちは、金融商品の特徴やリスクなどをよく理解することで、資産形成における選択の幅を広げることができます。

そして、私たちが金融商品を選択したことによって会社などに提供された資金は、会社などの事業活動などに活か

され、結果として社会の発展につながっていくのです。

なぜなら

次のうちの

○で選び、理由を書きましょう。（複数選択可）

1.リスクとリターンの関係の図です。それぞれの金融商品を埋めてみましょう。

２．次のような場合、あなたはどの金融商品を選びますか？
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来年に使う予定が決まっている資金は？

に投資します。

キーワード：安全性、元本

理由：

預貯金 株式 債券 投資信託

リスクは低いが、
リターンも低い

ローリスク
ハイリターン

大（
高
）

小（
低
）

リ
タ
ー
ン

大（高）小（低） リスク

基本的に期限まで保有すれば
リスクは抑えられるが、
リターンも高くはない

なぜなら

次のうちの

自分の老後(３０年以上先）のための資金は？

に投資します。

キーワード：収益性、長期

理由：

預貯金 株式 債券 投資信託

せんたく はば
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これらはSDGs（持続可能な開発目標）
にもつながるね。

モノ・
サービス

投資
会社

便利で豊かな社会

きんゆう う

さい けん しん たく

実は…株式などの金融商品を買って投資をすることは
社会貢献の一助となっているのです。

こう けん

エスディージーズ
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